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研究成果概要 
今年度は、昨年度研磨を行ったテストピースに対し、1μｍの高反射薄膜コートを行い、

その反射率とロス評価実験を行うのに必要な光共振器システムを構築した。そのための

三角共振器は、下図のような構成である。入出射鏡に反射率 0.999、エンド鏡に反射率

0.9999 超の鏡を用意し、共振器長さ 30 ㎝でフィネス約 3000 である。鏡の基材はすべて

合成石英である。この共振器の共振制御は、40MHz の位相変調による PDH 法により制

御信号を得て、それをレーザー周波数調整端子である PZT 入力と結晶温度制御入力とに、

制御帯域を分けて帰還することで行っている。この状態で、エンド鏡をシリコン基材鏡

に交換し、フィネスの有意な変化が発生するかどうかを検査する。共振器のフィネスは、

共振制御を寸断した後の光共振器内レーザーパワーの減衰を出射側の高速応答型ホトデ

ィテクターでモニターすることで計測する。 

 
 

図：光三角共振器の制御図 
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